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され続けてきたという。その内実については、下記の資料で詳し
く検討されている。
　田中耕治 . “学力調査に見る日本の子どもたちの学力実態 : 最近の
PISA・TIMSS・文部科学省の調査結果から”. 希望をつむぐ学力 . 
久冨善之ほか編著 . 明石書店 , 2005, p. 104-136,（未来への学力と日
本の教育 , 1）.
⑺ 文部科学省 . “新しい学習指導要領”. 
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm,（ 参 照
2008-08-08）.
⑻ 市川伸一 . 「教えて考えさせる」授業を創る : 基礎基本の定着・深
化・活用を促す「習得型」授業設計 . 図書文化社 , 2008, 188p.,（教
育の羅針盤 , 1）.
　なお、市川には、探究型の学習に関しても下記の著書があるので、
両方を合わせて参照されたい。
　市川伸一 . 開かれた学びへの出発 : 21 世紀の学校の役割 . 金子書
房 , 1998, 181p.,（子どもの発達と教育 , 6）.
⑼ 片岡勝規 . “探究意欲と批判的思考力を育成する倫理の学習 : レ
ポート･小論文作成を中心とした授業の工夫”. 平成 9・10 年度 高
等学校教科研究員研究報告書 地理歴史・公民 . 千葉県教育庁学校
指導部指導課 .  
　http://homepage2.nifty.com/k-katsunori/tankyu.htm,（ 参 照 
2008-08-08）.
⑽ 福井大学教育地域科学部附属中学校研究会 . 中学校を創る : 探究
するコミュニティへ . 東洋館出版社 , 2004, 200p.
⑾ 根本彰 . 特集 , 新学習指導要領を読む : 学校図書館の重要性を示唆
する新指導要領 . 学校図書館 .  2008,（693）, p. 15-18.
⑿ 文部科学省 . “校内組織の整備”. 中学校学習指導要領解説 . 総合
的な学習の時間編 , 2008, p. 107-113. 
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/
chukaisetsu/index.htm,（参照 2008-08-08）.
⒀ 図書館専門職が「学び方の指導」や「書く力」を伸ばす指導にど
のようにかかわるかに関しては次の資料がある。
　Zmuda, Allison et al. Librarians as Learning Specialists: Meeting 
the Learning Imperative for the 21st Century. Libraries Unlimited, 
2008, 128p.
　Cox, Marge et al. The Library Media Specialist in the Writing 
Process. Linworth Publishing, 2007, 120p.
⒁ 文部科学省 . “総合的な学習の時間の学習指導のポイント”. 中学
校学習指導要領解説 . 総合的な学習の時間編 . 2008, p. 96-104. 
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/
chukaisetsu/index.htm,（参照 2008-08-08）.
⒂ 鎌田和宏 . 教室・学校図書館で育てる小学生の情報リテラシー . 
少年写真新聞社 , 2007, 175p.
⒃ Carson, Rachel. センス・オブ・ワンダー . 上遠恵子訳 . 新潮社 , 
1996, 60p.
⒄ 宅間紘一 . はじめての論文作成術 : 問うことは生きること . 三訂
版 , 日中出版 , 2008, 214 p.
⒅ 桑田てるみ . 特集 , 子供の読書を再考する : 思考力（PISA 型読解
力）を高めることを目的とした学校図書館の「読書」支援 : 社会
科授業への支援を例として . 現代の図書館 , 2008, 46⑴, p. 17-25.
⒆ Zweizig, Douglas L. et al. Lessons from Library Power: Enriching 
Teaching and Learning: Final Report of the Evalutaion of the 
National Library Power Initiative: an Initiative of the DeWitt 
Wallace-Reader’s Digest Fund. Libraries Unlimited, 1999, 281p.
　ライブラリー・パワー・プログラムは、当時のデウィット・ウォ
リス・リーダーズ・ダイジェスト基金（DeWitt Wallace-Reader’s 
Digest Fund）の支援によって、全米 19 地域、35 学区の公立学校
700 校、100 万人の児童生徒にたいして実施された。
⒇ American Association of School Librarians. Information Literacy 
Standards for Student Learning. ALA, 1998, 56p.
21 Big6 Associates. “Big6”. 
　http://www.big6.com/,（accessed 2008-08-08）. 
22 Focus on Inquiry: a Teacher’s Guide to Implementing Inquiry-
Based Learning. Alberta Learning, 2004, 111p. 
　http://www.education.gov.ab.ca/K_12/curriculum/bysubject/
focusoninquiry.pdf,（accessed 2008-08-08）.
　この小冊子は、”Focus on Learning”（1958）、 “Focus on Reseach”
（1990）による実践知を引き継いで刊行されたもので、2005 年度に
国際学校図書館協会（IASL）から、もっとも優れた、あるいは革
新的な学校図書館のプロジェクト、プラン、出版物、プログラム
に対して与えられる ProQuest Information and Learning : eLibrary 
Commendation Award を受賞している。
23 徳岡慶一 . 「探究」型学習に関する一考察 : カナダ・アルバータ州
教育省教師用手引き書“Focus on Inquiry”の分析を通して . 京都
教育大学教育実践研究紀要 . 2008, ⑻, p. 119-128. 
　http://cert.kyokyo-u.ac.jp/report8PDF/13.pdf,（参照 2008-08-08）. に従
来のプロセス・モデルとの相違点や、教科担任と司書教諭がかか
わったティーム・ティーチングの事例などが紹介されている。
24 Donham, Jean. “2 The Importance of a Model”.   Inquiry-Based 
Learning: Lessons from Library Power, Linworth Publishing, 2001, 
p. 13-30.

25 American Association of School Librarians. Standards for the 
21st-Century Learner. ALA, 2007. 
　http://www.ala.org/aasl/standards,（accessed 2008-08-08）. 
26 Kuhlthau, Carol C. et al. Guided Inquiry: Learning in the 21st 
Century. Libraries Unlimited, 2007, 170p.
27 Vygotskii, Lev. 「発達の最近接領域」の理論 : 教授・学習過程にお
ける子どもの発達 . 土井捷三ほか訳 . 三学出版 , 2003, 227p.
28 坂本旬 . ｢ 探究学習」の系譜と学校図書館 . 生涯学習とキャリアデ
ザイン . 2007, ⑷, p. 49-59. 入手先 , 法政大学学術機関リポジトリ .  
　http://hdl.handle.net/10114/1685,（参照 2008-08-08）.
29 American Association of School Librarians. Information Literacy 
Standards for Student Learning. ALA, 1998, 56p. は、「情報リテラ
シー」「自主学習」「社会的責任」の 3 つの要素について 9 つの基
準と 29 の指標で構成されている。坂本はこれを民主主義のリテラ
シーと捉え、コンピュータ・リテラシーなどとの混同を避けるた
めに information literacy を「識知能力」と訳している。

CA1672
マンガ同人誌の保存と利活用に向けて
－コミックマーケットの事例から－

1. はじめに

　一般的に「同人誌」とは「主義・志などを同じくす
る人たちが、自分たちの作品の発表の場として共同で
編集発行する雑誌」（『大辞林』 第 2 版より）のように
定義される。
　本稿ではこのうち、同人誌即売会や専門書店等で
限定的な形で自費出版として頒布される、マンガ・ア
ニメ・ゲーム等を題材としたいわゆる「マンガ同人
誌」の保存と利活用の現状、課題について、筆者が
運営に携わっている同人誌即売会「コミックマーケッ
ト」（以後、コミケットと呼ぶ）の事例を中心に紹介
する。したがって本稿における「同人誌」とは「マン
ガ同人誌」のことを指すものとする。
2. 同人誌保存・利活用の必要性

　近年、マンガ・アニメ・ゲームを、日本が誇る文
化・芸術と見なす動きが広まっている。政府の『知的
財産推進計画 2008』でも、マンガ・アニメ・ゲーム
は「日本の魅力」「日本ブランド」の 1つと位置付け
られている⑴。
　こうしたマンガ・アニメ・ゲーム文化を育んできた
場の 1つが同人誌であり、また 1975 年 12 月に始まっ
たコミケットをはじめとする同人誌即売会である。日
本のマンガ・アニメ・ゲーム文化における創作活動、
ファン活動の中で、同人誌は大きな位置を占め続けて
きた。
　多くの商業作家・制作者・編集者たちが、アマチュ
ア時代に同人活動を経ており（例えば、プロのマンガ
家の半数近くに同人誌経験がある⑵）、商業活動と並
行して同人活動を続けている人も多い。作家の研究を
行う場合、商業活動のみならず、同人活動をも視野に
入れる必要が生まれてきている。
　また、自分のオリジナル作品を掲載する創作同人
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的に、サークルから見本として同人誌の回収・保存を
行っているという状況である。
　その 1つがコミケットであり、第 1回以来、サーク
ルから提出された見本誌を保存している。その長期的
な目標としては、同人誌図書館の設立を目指している
（後述）。もう 1つは、創作同人誌に特化して開催され
ている同人誌即売会である「コミティア」⑹が、見本
誌を集めている。コミティアの場合、イベント開催後
に見本誌の読書会を別途行ったり、見本誌を元に推
薦本を選び、レビューをカタログ（即売会への参加全
サークルの紹介や会場での諸注意等が掲載されたパン
フレット）に掲載したりと、見本誌の保存というより
は、活用に主眼が置かれている。なお、どちらの即売
会も恒常的な見本誌の公開は行っていない。
　次章では、筆者が関わっているコミケットにおける
取り組みの現状について詳述する。
4. コミケットにおける見本誌の回収・保存・利活用

　コミケットは前述のとおり、30 年以上の歴史を有
する。現在は年 2回、夏と冬に 3日間連続で、東京国
際展示場（東京ビックサイト）を全館借り切って開催
している。2008 年夏においては 3日間で 3 万 5 千サー
クルの出展、約 55 万人の参加者を集めるなど、規模
も世界最大であるとされる。
　初期においては、コミケットで集めた見本誌は、コ
ミケットの事務所に併設している書架に収めていた
が、コミケットの規模の拡大とともに収容が不可能と
なり、1987 年頃に千葉県に見本誌保存用のプレハブ
の倉庫を建設した。その後、プレハブ倉庫の増築を
行ったが、増え続ける見本誌の収容が追いつかず、ま
た、保存状態にも問題が発生したため、2003 年に埼
玉県に鉄筋コンクリート製の倉庫を取得した。現在
は、全ての見本誌をそこに収納している（図 1参照）。

　見本誌は、コミケット当日朝、各サークルの受付
時に回収し、コミケット準備会のスタッフがコミ

誌だけでなく、様々なジャンルで、ファンによる同人
誌が発行されている⑶。そのモチーフは、マンガ・ア
ニメ・ゲーム以外にも広がっている。コミケットの場
合、創作同人誌と既存のマンガ・アニメ・ゲーム作品
のパロディ・二次創作が数の上では主流を占める（約
8割）が、それ以外にも、音楽、TV、芸能、スポー
ツ、小説、鉄道、旅行、歴史等々、多種多様な同人誌
が作られている⑷。これらを系統的に分析することに
よって、時代毎に、どのようなサブカルチャーや作
家、作品が、どのような形態でファンに受容され、い
かなる表現に昇華されているのかを知ることもでき
る。
　同人誌の市場規模については、様々な推計がなされ
ているが、自費出版という特質もあって、その規模を
明確化することは非常に難しい。例えば、同じ書籍内
であっても、同人誌全体の市場規模を 277.3 億円とす
る論文と、同人誌即売会以外の流通形態（専門書店・
中古ショップ・ダウンロード販売）のみで約 300 億円
～ 350 億円という異なる推計の論文が併載されてい
るような状況である⑸。いずれの数字を採用するにし
ろ、「同人誌」という言葉のもつイメージとは大きく
異なる市場規模を同人誌の世界は有している。
　以上のように、様々な側面において、日本のコンテ
ンツ文化の広い裾野の大きな部分を同人誌とアマチュ
アのファン活動が担っており、同人誌の研究の必要性
は、今後大いに高まっていくことが予想される。その
ためには、発行された同人誌が適切に保存・利活用さ
れる必要がある。
3. 同人誌の保存・利活用の現状

　マンガを保存・提供している図書館等の施設は全国
各地に存在する（CA1637 参照）が、同人誌まで含め
て保存・収集している施設は、ほとんどない。国立国
会図書館への納本制度を認識しているサークル（同人
誌では、発行団体を「サークル」と呼ぶ）も少なく、
実際にもほとんど納本はなされていない。書誌情報
から同人誌を特定できないため正確な数は不明だが、
2007 年中に刊行され 2008 年 7 月までに「マンガ」と
して分類・整理された同人誌は、大学のマンガ研究会
の同人誌など数点にすぎない。
　そもそも、同人誌は、「出版社－取次－書店」とい
う一般的な流通形態では頒布されておらず、組織的に
収集することは大変困難である。同人誌の主な流通形
態は、1）日曜・祝日を中心に全国各地で開催されて
いる同人誌即売会における頒布、2）マンガ専門書店・
同人誌専門書店経由の流通（書店等による通信販売・
ダウンロード販売を含む）、3）発行元であるサークル
自身による通信販売、の 3つであるが、このうち、1）
の同人誌即売会のうちの 2つのみが、継続的かつ長期

図 1　見本誌倉庫概観
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ケットの規約及び法律に触れるような内容がない
ことを確認するのに用いている。現在、回収の対象
としているのは、それまでのコミケットに見本誌
として提出していない、a）同人誌（コピー誌を含
む）、b）カレンダー、c）カードゲーム（b、c はい
ずれも画集に準じるものとして扱っている）、d）メ
ディア類（ビデオテープ、カセットテープ、フロッ
ピーディスク、MO、CD、DVD等）、e）量産された
フィギュア（人形）、である。一方、回収していな
いものは、f）ペーパー（サークルの情報や作者のフ
リートーク等が掲載されている 1枚紙のもの）、g）
グッズ類全般（ポスター、便せん、紙袋、シール等）、
h）量産されていないもの（自主制作のハードウェア、
フィギュア等）である。提出する見本誌には、サーク
ル及び書誌の情報（サークルの受付番号・配置場所・
サークル名・誌名・頒布価格・発行日）を記入した見
本誌票（図 2参照）を事前にサークルが貼り付けてお
く。見本誌票は、サークル参加のための申込書セッ
トに綴じ込んである。これはコミケット 47（1994 年
12 月に開催した第 47 回のコミケットのこと。以下の
「コミケット○○」の○○も同様に開催回数を表す）
から制度化されており、初期から記入項目に変更はな
い。

　見本誌の保管に当たっては、2004 年に廃止され
た旧ゆうパックのダンボール箱（大サイズ）及びそ
の相当品を利用している（外寸：長さ 390mm×幅
290mm×高さ 200mm）。この箱は、B5 判サイズの本
を、2冊並べて横置き収納することができ、かつ縦置
きにもできるため、この判型が多い同人誌の保存に
非常に適している。コミケット 36（1989 年 8 月開催）
以前は、回数毎に整理はされていないが、コミケット
37（1989 年 12 月開催）以降は開催回、開催曜日、配

置地区（ホール）、ブロック（一連のサークルスペー
スを表す単位）毎に管理されており、2008 年７月現
在、総数で約 13,000 箱弱のダンボール箱に見本誌が
収納されている（図 3参照）。1980 年代までの同人誌
が未整理な状態なのは、明確な管理基準もないままに
書架に同人誌を並べており、何回か整理・管理を試み
たが中途半端な形に終わったこと、見本誌を元に年 1
冊程度コミケット準備会で刊行していたアンソロジー
作品集の作業のため見本誌の整理がうまくいかなかっ
たこと、という当時の事情による。各回の各曜日の各
ブロックのジャンルやサークルの構成については、当
該回の『コミケットカタログ』を見れば、追跡が可能
である（なお、『コミケットカタログ』については過
去に発行した全冊を国立国会図書館に納本済みであ
る）。

　1箱あたりの同人誌の冊数は、ジャンルによって異
なる（例えば、女性向けジャンルの方が、B5 判同人
誌が少ない傾向がある）が、概算で平均 150 冊程度が
収納されている。つまり、現在、約 200 万冊の同人誌
を保管していることになる（表 1参照）。その他、約
500 箱の同様のダンボール箱に、各種メディアの見本
誌（前述の d）が収納されている。
　こうして、集められている見本誌については、次
回コミケットでのサークルの配置作業（即売会におい
て、どのサークルをどこに置くのか）の参考資料とし
て一部確認したり、特別な企画がある場合に活用した
りする場合もあるが、ほとんど手つかずのままなのが
現状であり、ましてや、図書館として利用されるよう
な状態にはなっていない。

図 2　見本誌票

図 3　見本誌保管箱

（箱内に保管されている見本誌の回数・曜日・ブロック
のシールが貼られている）
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表 1　コミケット開催毎の見本誌の箱数

5. 同人誌の保存と利活用にまつわる問題点

　このようなコミケットの取り組みから見えてきた、
同人誌の保存・利活用（特に図書館等での提供）にま
つわる問題点について、以下に整理した。
【収集　　膨大な発行数と網羅性】

　同人誌の保存にまつわる問題点として、まず、挙げ
られるのが、網羅性である。前述のとおり、同人誌の
流通形態は 3種類あり、同人誌即売会だけでも、大小
あわせて年間 1,800 回以上も開催されている⑺。最も
規模の大きい即売会であるコミケットでも、日本国内
で発行される全ての同人誌を網羅しているわけでは

ない。コミケットに参加していないサークルは数多く
存在し、参加しているサークルでもコミケット以外の
同人誌即売会で発行した同人誌を全てコミケットにて
頒布するわけではない。前述のとおり、コミケット以
外に同人誌を収集・保存しているのはコミティアだけ
であり、両即売会で頒布されない相当数の同人誌が収
集・保存されていない。
　一方で、コミケットが現在１年間に集めている見
本誌の数だけで、約 11 ～ 12 万冊に達している。これ
は、年間約 8 ～ 9 万冊とされる新刊書籍の発行点数⑻

を大きく上回っている。コミケットが保存している分
だけでも、管理するには膨大な数である。これを管理
するコスト・負担は非常に大きい。
【整理　　書誌情報の不足と管理手法の未確立】

　同人誌の書誌の問題点として、同人誌がサークルに
よる即売会での直接頒布を中心とし流通等をあまり考
慮しておらず、奥付が不十分なものや、さらにはタイ
トルが不明のものも少なからず発行されていることが
挙げられる。
　また、どのような分類体系の元に同人誌を整理・管
理することが適切なのか、研究はほとんど行われてい
ない。著者で分類しようにも、1人の作家が同じサー
クル名・同じペンネーム・同じジャンルで活動を続け
ている例はそれほど多くはなく、作家によっては、複
数のサークル名・複数のペンネームを用いて複数の
ジャンルで同時に活動していることすらある。これを
統制したデータを作成するのは大変困難である。また
主題で分類するのにも困難が伴う。コミケットの場
合、申込したジャンル以外の同人誌を出すことも自
由である（例えば「鉄道」ジャンルで申込したが、鉄
道と関係のないアニメの同人誌も頒布する等）。しか
し、コミケットの現在の保存方法は、ブロック毎と
なっており、ジャンルはブロックを基準に配置されて
いる。したがって、申込ジャンル以外を主題とした同
人誌を主題から検索することは事実上不可能である。
同人誌の持つ自由さが、資料の保存・利活用にあたっ
ては、阻害要因ともなってしまう。
【保存　　装丁上の特質がもたらす脆弱性】

　同人誌の装丁上の特質として、以下の問題が挙げら
れる。a）同人誌は一般的に薄い本が多く、「くるみ製
本」であっても、タイトルが背表紙に書かれていない
本が大半である。したがって背を向けて書架に並べて
も、本の内容がわからない。b）製本を行っていない
本が少なからず存在し、本がばらけてしまう恐れがあ
る。c）製本を行っている本でも、特に 80 年代中期ま
での同人誌には、印刷会社の技術力・コスト面から、
糊付けが弱い・表紙が丈夫ではない等、製本方法が不
適切で、本がばらけてしまう・劣化してしまう危険性

年 季
節 開催回 日

数

参加
サークル
数

箱数
概算
冊数

C36 以前 792 118,800 
不明分 109 16,350 

1989 冬 C37 2 11,000 108 16,200 
1990 夏 C38 2 13,000 158 23,700 
1990 冬 C39 2 13,000 138 20,700 
1991 夏 C40 2 11,000 315 47,250 
1991 冬 C41 2 14,000 194 29,100 
1992 夏 C42 2 12,000 207 31,050 
1992 冬 C43 2 15,000 208 31,200 
1993 夏 C44 2 15,000 266 39,900 
1993 冬 C45 2 16,000 219 32,850 
1994 夏 C46 2 16,000 268 40,200 
1994 冬 C47 2 16,000 223 33,450 
1995 夏 C48 2 22,000 372 55,800 
1995 冬 C49 2 16,000 210 31,500 
1996 夏 C50 2 18,000 295 44,250 
1996 冬 C51 2 22,000 318 47,700 
1997 夏 C52 3 33,000 500 75,000 
1997 冬 C53 2 22,000 277 41,550 
1998 夏 C54 3 33,000 447 67,050 
1998 冬 C55 2 23,000 274 41,100 
1999 夏 C56 3 35,000 450 67,500 
1999 冬 C57 3 25,000 270 40,500 
2000 夏 C58 3 35,000 454 68,100 
2000 春 SP3 1 200 2 300 
2000 冬 C59 2 23,000 259 38,850 
2001 夏 C60 3 35,000 456 68,400 
2001 冬 C61 2 23,000 263 39,450 
2002 夏 C62 3 35,000 467 70,050 
2002 冬 C63 3 35,000 359 53,850 
2003 夏 C64 3 35,000 431 64,650 
2003 冬 C65 3 35,000 367 55,050 
2004 夏 C66 3 35,000 455 68,250 
2004 冬 C67 2 23,000 271 40,650 
2000 春 SP4 1 3,400 20 3,000 
2005 夏 C68 3 35,000 479 71,850 
2005 冬 C69 2 23,000 267 40,050 
2006 夏 C70 3 35,000 486 72,900 
2006 冬 C71 3 35,000 383 57,450 
2007 夏 C72 3 35,000 447 67,050 
2007 冬 C73 3 35,000 373 55,950 

合　計 12,857 1,928,550 

注）1箱に 150 冊入るとして計算



カレントアウェアネス　NO.297 （2008.9）

13

のあるものが多く存在する。d）70 年代の同人誌には、
c）と同様にコスト面から湿式コピー（いわゆる「青
焼きコピー」）で作成された同人誌が多く、光による
退色が進みやすい。
【提供　　性表現を含む同人誌の管理】

　同人誌には、性表現を含むものも少なくない。特に
1991 年にマンガ専門書店等が「わいせつ図画販売目
的所持」で摘発された事件以前の同人誌については、
「わいせつ図画」についての判例上の基準である「性
器の露骨な描写」を含むものも存在している（その一
方で、現在と当時では「わいせつ」基準が明らかに異
なっているので、91 年以前の性表現を有する同人誌
が今でも「わいせつ図画」に該当するかは、ケースバ
イケースの判断になると思われる）。図書館において
公開する場合には、こうした同人誌の扱いに留意する
必要があると思われる。
　また、わいせつに当たらなくとも「成人向け」同人
誌を 18 歳未満に利用させないように、利用のルール
作りが必要となる。
【提供　　同人誌を図書館で閲覧可能にすることへの

合意形成】

　即売会・専門書店で不特定多数に頒布される同人
誌ではあるが、サークルの意識には、同人誌は「同好
の士」の間でやりとりされるという「身内感覚」があ
り、その感覚を共有しない人も来館する図書館で同
人誌を閲覧可能とすることについて、心理的な抵抗感
を持つ者も少なくない。コミケットにおいては、サー
クル参加のための申込書セットにおいて、「コミケッ
トでは第１回目より見本誌を集めています。個人の営
為としての表現、文化としての同人誌を後の時代のた
めに残すという目的のためです。（中略）同人誌図書
館、資料館の設立に向けて、資料の保存に加えて、整
理を始めるべき時期に来ているのかもしれません。」
と、同人誌図書館の設立を目指しているコミケット準
備会のスタンスを表明してはいる。しかしながら、即
売会運営者とサークルの信頼関係の上で同人誌即売会
は成立しているので、サークルの意向を無視した形で
の運用を行うことは難しい。同人誌図書館の意義を
サークルに理解してもらい、サークルからの意見にも
耳を傾けつつ、合意形成をしていくことが重要であ
る。
6. 今後の取り組みと課題

　前章で見たとおり、同人誌の収集には数量・網羅性
という問題が、整理には情報の不足・分類の困難さと
いう問題が、保存には装丁の問題が、提供には内容に
よる閲覧制限の必要性・提供への合意形成という問題
が、それぞれ存在している。しかし、同人誌が適切に
保存され、十分に利活用される環境が必要であること

に変わりはない。
　現在コミケットでは、コミケット準備会前代表であ
る故米澤嘉博が所蔵していたコレクションを明治大学
に寄託・寄贈し、「米澤嘉博記念図書館」（仮称）とし
て 2009 年春頃に開館する計画が進行中である。この
施設の一部を利用し、コミケットの見本誌の一部の閲
覧を行うことができないか、検討に着手している。前
章で挙げた様々な問題点については現実に即した形で
調整を行い、コミケット参加者の理解を得つつ、実現
できればと考えている。
　最後に、同人誌の保存と利活用の問題は、コミケッ
トのみが担うには余りに大きな問題である。サークル
の協力は言うに及ばず、コミケット以外の同人誌即売
会、書店の協力も重要である。また、図書館情報学や
図書館実務に関するノウハウといった面において、大
学等の研究機関、図書館関係者の協力も必須である。
こうした協力なしには、環境整備はおぼつかない。関
係者の協力にも期待したい。
　（コミックマーケット準備会：
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